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主担当 判定基準
前期
到達度

後期
到達度

4＋3の割合 100

４

３

よくあてはまる

だいたいあてはまる

２

１

あまりあてはまらな
い

あてはまらない

A9０％
B80％以上90％未満
C70％以上80％未満
D70％未満

A

4＋3の割合 92.3

４

３

よくあてはまる

だいたいあてはまる

２

１

あまりあてはまらな
い

あてはまらない

A9０％
B80％以上90％未満
C70％以上80％未満
D70％未満

A

4＋3の割合 95.4

４

３

よくあてはまる

だいたいあてはまる

２

１

あまりあてはまらな
い

あてはまらない

A9０％
B80％以上90％未満
C70％以上80％未満
D70％未満

A

4＋3の割合 93.8

４

３

よくあてはまる

だいたいあてはまる

２

１

あまりあてはまらな
い

あてはまらない

A9０％
B80％以上90％未満
C70％以上80％未満
D70％未満

A

学校関係者
評価

11月6日（水）の学校運営協議会でご意見をいただく。

成果
児童は、自分の住んでいる地域
のよさを感じている。

児童アンケート

② 主幹

地域の方と
の交流や地
域の資源
（自然・伝
統・文化
等）を積極
的に活用す
ることで、
郷土を愛す
る心情を養
う。

地域人材や外部人材の方との関わ
り合いを通して、自分たちの住ん
でいる地域を新たな視点で見つ
め、よさを感じられるようにす
る。そのために、今後もコーディ
ネーターの方との連絡を密にし、
円滑に進められるようにする。

コーディネーターの方との連絡を
密にしながら、郷土の自然・人・
ものにふれて学ぶ教育活動を積極
的に取り入れていく。教育課程の
追加・修正も随時取り入れてい
く。

教員アンケート

成果
道徳の授業を通して、よりよい
生き方について考えることがで
きた

成果
郷土の自然・人・ものにふれて
学ぶ教育活動を積極的に取り入
れている。

改善策

努力
学年共通道徳を行い、「考え、
議論する道徳」の実践に努めて
いる。

評価の観点

自　己　評　価

教員アンケート

到達度判断基準

道徳
推進
教師 引き続き、授業の終末には、「自

己を見つめる」時間を設定する。
その姿を（児童に配慮しながら）
全体に広めたり、道徳ノートに朱
書きをしたりしながら価値づけて
いく。

「考え、議論する道徳」のための
発問のつくり方や、問題意識のも
たせ方など、具体的な授業づくり
について道徳便りを通して広めて
いく。また、「授業構想シート」
を活用した道徳の授業づくりも検
討していく。

児童アンケート

重点目標

3
豊かな心
の教育の
充実

①

道徳の時間
を中心とし
た道徳教育
の充実に努
める

具体的取組


